 スロベニア情勢（２０１３年２月：月報）

在スロベニア日本国大使館
２０１３年３月


１．内政

Ⅰ連立の崩壊
（1） 年金者党及び人民党の連立政権離脱

　５日、連立与党の年金者党（DeSUS）が連立政権から離脱することを正式に決定し、２２日をもってDeSUS党首のエリヤヴェツ副首相兼外務大臣と同党所属のガンタル保健大臣が閣僚ポストを辞任した。　一方、２５日には連立与党の人民党（ＳＬＳ）が連立離脱を正式に決定し、これに併せて、党首のジェリヤウ副首相兼経済開発・技術大臣及び同党所属のボゴヴィッチ農業・環境大臣が辞任の意向を示した。
　DeSUS及びSLSは、ヤンシャ首相の汚職対策法違反を巡って、先般連立政権を離脱した「市民のリスト（DL）」と共に首相の辞任を要求していた。DeSUS及びＳＬＳに連立離脱により、連立与党はヤンシャ首相率いる民主党（ＳＤＳ）とノヴァク副首相兼在外スロベニア人担当大臣率いる新スロベニア（ＮＳｉ）の２党のみとなり、国民議会の議席数は全９０議席中３０議席となった。
（2） 野党による建設的不信任決議の提出
　２２日、最大野党の「積極的なスロベニア（ＰＳ）」は、ブラトゥシェクＰＳ党首代行を次期首相として擁立した上で、ヤンシャ政権に対する建設的不信任決議を国民議会に提出した。同不信任決議に対しては、連立を離脱した「市民のリスト（ＤＬ）」と年金者党（ＤｅＳＵＳ）、及び野党の社会民主党（ＳＤ）が支持する意向を表明。ＤＬとＳＤは、ＰＳによる建設的不信任決議及び新連立政権擁立を支持する条件として、ヤンコヴィッチ・リュブリャナ市長の完全な党首職辞任を求めており（同市長は、ヤンシャ首相とともに汚職防止委員会より資産の不正申告の疑いを指摘された。現在ＰＳ党首職を"凍結"している）、これを受け、ヤンコヴィッチ市長はブラトゥシェクＰＳ党首代行を首相とする新連立が成立すれば辞表を提出する旨発表し事実上の辞任宣言を行った。
（３）建設的不信任決議の可決と次期首相の任命
　２７日、国民議会において、賛成５５票、反対３３票でヤンシャ政権に対する建設的不信任決議が可決され、ブラトゥシェク「積極的なスロベニア（ＰＳ）」党首代行が次期首相に任命された。ブラトゥシェク次期首相は任命後１５日以内に閣僚名簿を国民議会に提出しなければならない。
新連立の交渉は、２８日よりPS、社会民主党（SD）、「市民のリスト（DL）」、年金者党（DeSUS）の間で開始される予定であり、中道左派政権の成立を目指す。経済政策に対する各政党の見解はそれぞれ異なり、連立交渉は決して一筋縄にはいかないと見られている。特にDLは国営企業株を売却するべきと考えており、他の政党との隔たりが大きい。さらにヴィラントDL党首は、ヤンシャ政権に対する不信任決議の支持と新連立に加わることは決してイコールではない旨コメントを出しており、先行きが不透明である。
１９９２年のペテルレ首相（現欧州議員）に対する不信任決議以来、およそ２０年ぶり２回目の不信任決議の可決となった。連立交渉がまとまれば、スロベニア史上初の女性首相の誕生となる。

Ⅱその他

（1） 大規模デモの開催
　スロベニア文化の日にあたる８日、リュブリャナ市内で２種類の大規模デモが実施され、合わせて３万名が集まった。

　まず初めに、政府及びヤンシャ首相への支持を呼びかけた右派勢力による大規模集会が開催され、約９０００名が集結した。同集会では、事前録画したヤンシャ首相のスピーチが放映されたが、右スピーチにおいてヤンシャ首相は「左派ファシズム」に断固たる立場をとる旨発言し、後日物議を醸した。その２時間後には同じ場所で、ヤンシャ政権をはじめとする既存政治への抗議を目的とした大規模デモが開催され約２万名が集まった。
　当初、２グループによるデモの同日開催により、両グループの衝突が懸念され、厳戒警備がしかれたが、特に大きな事件は発生しなかった。
２．経済

（1） S＆Pによるスロベニア信用格下げ

　１２日、格付け会社のスタンダード・プアーズ（Ｓ＆Ｐ）がスロベニアの信用格付けをAからAマイナスへ引き下げた。格下げの理由について、経済成長の低迷と銀行再生に伴う債務増加を挙げている。S&Pは、国の銀行支援は３十億から４十億ユーロになると予測しており、公的債務は当初の見通しを上方修正し、本年末にはGDP比５９％に達するとの見込みを示した。一方、財政赤字については、諸改革の実施によりGDP比３％前後に減少するとの予測を立てた。
（2） 銀行債務問題

　１８日、スロベニア最大の新リュブリャナ銀行（NLB）は、２０１２年損失が前年比３０％増となる３０４．９百万ユーロに達したことを明らかにし、早急に４００百万ユーロの追加増資が必要である旨発表した。
　１９日、スロベニア中央銀行は、国内銀行の２０１２年税引き前損失が総額６６４百万ユーロに達したことを発表し、銀行部門の厳しい状況を認めた。同損失は、減損額と準備金が２３％増となる１．５十億ユーロに拡大したことに起因する。一方、２０１２年の銀行総資産は、国際市場におけるデレバレッジにより３．１十億ユーロ減少し、前年から２倍の落ち込みを記録した。
（3） 欧州委員会による２０１３年経済観測

　２２日、欧州委員会は２０１３年のスロベニアの経済観測を発表し、財政赤字はGDP比５．１％、経済成長は２％の縮小となる見通しを示した。欧州委の分析によれば、銀行セクターが財政の足かせとなっており、本年中に財政赤字３％以下という目標を達成するのは難しいと見られている。一方、公的債務は２０１３年にGDP比５９．５％、２０１４年にはGDP比６３．４％になるとの見解を示しており、依然としてEU及びユーロ圏平均よりは良い状態だが、急速な債務増加の傾向にあると分析している。また、失業率に関してもEU平均は下回るものの上昇傾向にあり、２０１３年は９．８％、２０１４年は１０％に達する見通し。

（４）２０１２年第４四半期の経済状況
２８日、スロベニア統計局は２０１２年第４四半期の経済状況につき発表した。

２０１２年第４四半期の経済成長は前年比３％減となり、同年第３四半期の３．３％減に続きマイナス成長を記録した。これにより、２０１２年実質GDPは前年比２．３％減、名目GDPは前年比２％減となる見通し。国内消費は前年比－７．８％、政府支出は前年比－１．３％と低く、経済成長の落ち込みの要因となっている。総資本形成は、２０１１年より減少を続けており、第４四半期には２２．４％へ減少した。固定資本形成については、建設投資は－１８．５％、設備投資は－４．５％の落ち込みを記録している。国内消費の低下は貿易にも影響を与えており、２０１２年の輸入額は６．６％減、輸出額はほぼ横ばいとなった。
　これを受け、政府系シンクタンクのマクロ経済分析発展研究所（IMAD）は、２０１２年GDPの縮小について、輸出の伸び悩みと国内消費の低さが起因しているとし、過去数年の経済成長の落ち込みは、他のEU諸国に見られるように累積した構造的な弱さと競争力の低さを反映していると分析した。またスロベニアのGDPの落ち込みがユーロ圏内でも比較的大きいとし、本年中の景気回復は期待できない旨述べた。一方、商工会議所は、総資本形成の減少を指摘した上で、景気回復への呼び水となるような投資の重要性を強調した。
（5） ２０１２年スロベニア観光客数

　２５日、スロベニア投資・観光庁（SPIRIT）が、２０１２年のスロベニア観光客数を発表し、前年比２．１％増となる３．２百万人の観光客がスロベニアを訪れたことを明らかにした。これにより、スロベニアを訪問した観光客の過去最多記録を更新した。主な観光客は、イタリア人、ドイツ人、オーストリア人が中心であるが、今回特に増加が顕著だったのは、中国人（３８％増）、ロシア人（３６％増）、オランダ人（２６％増）、日本人（１９％増）だった。



３．外交

（１）パホル大統領のオーストリア訪問
　６日、パホル・スロベニア大統領は、オーストリアを公式訪問し、フィッシャー大統領と会談した。同会談では、スロベニアがクロアチアのＥＵ加盟条約を批准する条件としている旧リュブリャナ銀行外貨預金問題が重要な議題となった。パホル大統領より、本件につき、現在スロベニアとクロアチアの両外相会談が行われている旨説明の上、昨５日にヤンシャ首相と話した感触を踏まえれば、スロベニア議会が予定どおりにクロアチアのＥＵ加盟条約を批准し、友好国クロアチアが２８番目のＥＵ加盟国となるための適切な解決策がとられることを確信している旨述べた。この他、両大統領は、両国内のそれぞれの少数民族問題についても協議した。
（２）旧リュブリャナ銀行預金問題
６日、スロベニア南東部オトチェツにおいて、エリヤヴェツ・スロベニア外相とプシッチ・クロアチア外務・欧州統合相が６時間以上にわたり会談し、懸案のリュブリャナ銀行外貨預金問題の解決策につき合意した。７日、ＥＵ首脳会合出席のためブリュッセルを訪問中のヤンシャ・スロベニア首相は、記者団に対し、両外相が合意した提案を精査中であるとした上で、同じくＥＵ首脳会合に出席しているミラノヴィッチ・クロアチア首相とも協議しつつ、今後約１ヶ月をかけて水面下で検討・調整していく予定であり、順調にいけば３月中旬にもスロベニアはクロアチアのＥＵ加盟条約批准プロセスを開始できるとの見解を示した。
１５日、ヤンシャ首相は、本件について、ミラノビッチ首相と３月１０日に会談を行うことを決定し、併せてエリヤヴェツ外相をクロアチアとの交渉任務から外し、代わりにカイゼル首相府次官に対し、本件に関するクロアチアとの合意文書作成のための権限を付与した。首相府のプレスリリースによると、エリヤヴェツ外相が交渉任務から外された理由について、同外相はすでに辞任の意向を示しており、それにも関わらず交渉に携わることは、LB問題を解決するために必要な継続性と信頼性を脅かす恐れがあるとしている。これに伴い、１９日に予定されていたエリヤヴェツ外相のプシッチ・クロアチア外相との会談は中止となった。
（３）北朝鮮による核実験
　１２日、スロベニア外務省は北朝鮮による核実験実施を非難する声明を発出した。スロベニア外務省は同非難声明において、今回の核実験が、安保理決議（複数）違反に当たり、国際の平和と安定に対する重大な脅威であるとした上で、かかる行為が、朝鮮半島及び当該地域の平和・安全・安定を脅かすものと確信し、北朝鮮に対して、軍事的核計画を停止し、交渉の場に戻ることを要請した。また、朝鮮半島の非核化のためのあらゆる努力を歓迎する旨コメントを出した。

１．内政


●年金者党及び人民党が連立政権からの離脱を決定した。


●野党によりヤンシャ政権に対する建設的不信任決議が提出され、国民議会において可決。これに伴い、ブラトゥシェク「積極的なスロベニア」党首代行が次期首相に任命された。


●スロベニア文化の日に大規模デモが開催され、約３万名が参加した。


２．経済


●格付け会社のS&Pがスロベニアの信用格付けをAからAマイナスへ引き下げた。


●スロベニア国内銀行の２０１２年税引き前損失が総額６６４百万ユーロに達し、銀行部門の厳しい状況が明らかになった。


●２０１２年第４四半期におけるスロベニアの経済成長は、前年比３％減となり、同年第３四半期の３．３％減に続きマイナス成長を記録した。


３．外交


●パホル・スロベニア大統領は、オーストリアを公式訪問し、フィッシャー大統領と会談した。


●スロベニア及びクロアチア両外相が、旧リュブリャナ銀行外貨預金問題の解決策につき合意に達した。








